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富山県総合デザインセンター 

富山県は、全国のデザインに関わる方に富山県のものづくりやデザインに関する取り組みを知っていた
だくとともに、様々な分野でデザインに関わる方々の交流を促すことで新たな可能性を生み出そうと、
2018年8月27日（月）～10月10日（水）の期間、「とやまD’DAYS （ディー・デイズ）2018」を初の
試みとして開催します。 

富山県には、高岡銅器・高岡漆器や井波彫刻、越中和紙などの伝統工芸の産地や、先端ものづくり企業
（技術）など、ものづくりの「技術」「知恵」「素材」「風土」が集積しています。当イベントでは、
この集積を「次世代産業を創造するDNA」と捉え、デザインされた”もの”だけでなくデザインする”人”
や”背景”を知り、また業種や立場を超えて人々の交流を深めることで、それぞれの「気づき」から新し
いイノベーションが生み出されることを期待しています。 

期間中は企画展「気づきとデザイン」を開催するほか、8月27日（月）のセミナー・ワークショップ等
からなるオープニングイベントをはじめ、9月21日（金）の記念フォーラム、9月22日（土）～23（日）
のフィールドワークや多彩なゲストを招いたディスカッション等からなる「オープンHUB」、10月4日
（木）の富山県内のデザイン・ものづくり拠点を巡る「とやまD’DAYSツアー」などを実施します。 

【とやまD’DAYS 2018  概要】 
　期　　間　：2018年8月27日（月）～10月10日（水） 
　会　　場　：富山県総合デザインセンター（富山県高岡市オフィスパーク5番地） 
　　　　　　　※9月21日（金）の記念フォーラム会場は  株式会社能作（富山県高岡市オフィスパーク8-1） 
　問合せ先　：富山県総合デザインセンター　TEL 0766-62-0510（平日9:00～17:00） 
　　　　　　　有限会社エピファニーワークス（事業受託者）TEL 0766-54-6210 
　主　　催　： 富山県 

報道関係各位

　報道関係の方のお問合せ 
　有限会社エピファニーワークス　担当：荻布、広瀬   Tel. 0766-54-6210   
    E-mail  yuko@epiphanyworks.net（荻布）、hirose@epiphanyworks.net（広瀬）

“ものづくり王国”富山に、多分野のデザイン専門家が集結！ 
2018年8月27日（月）～10月10日（水） 

デザイン交流イベント「とやまD’DAYS（ディー・デイズ）」を初開催 

★イベント詳細（特設ページ）　　　　　　www.toyamadesign.jp/ddays 
★広報用画像・リーフレットダウンロード    bit.ly/2OWwVUQ 

http://www.toyamadesign.jp/ddays
http://bit.ly/2OWwVUQ
http://www.toyamadesign.jp/ddays
http://bit.ly/2OWwVUQ


 

1.登壇ゲスト 
国内外で活躍する11名のデザイン専門家が登壇。このほか、富山県総合デザインセンター所長・桐山
登士樹ほか研究員4名も登壇します。 
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久保田善明 
富山大学 都市デザイン学部 
都市・交通デザイン学科 

学科長・教授 

鈴木マサル 
テキスタイルデザイナー/ 
東京造形大学教授 

澄川伸一 
大阪芸術大学教授/ 
プロダクトデザイナー/ 

澄川伸一デザイン事務所代表 

川崎和男 
デザインディレクター/ 

医学博士/大阪大学 名誉教授 
名古屋市立大学 名誉教授

小柴尊昭 
富山もようプロジェクト 

プロデューサー

須藤玲子 
テキスタイルデザイナー/ 
東京造形大学教授

武井祥平 
エンジニア/ 
研究者

畠山耕治 
金工作家/ 

金沢美術工芸大学　 
大学院教授 

松山祥樹 
プロダクトデザイナー

吉田真也 
プロダクトデザイナー

氷室友里 
テキスタイルデザイナー

吉泉聡 
TAKT PROJECT 代表/ 
デザイナー/　 
クリエイティブディレクター 

川上典李子 
デザインジャーナリスト 
（Photo:吉村昌也）



２.富山のものづくり 
 
富山のものづくりは、豊富な水資源などの自然環境や加賀藩前
田家の奨励等で発展した多数の伝統の技、雪国の暮らしのなか
で培われた勤勉で実直な人々の努力などにより、多種多様なも
のづくりが発展してきました。 
 
国の伝統的工芸品にも指定された高岡銅器、高岡漆器、井波彫
刻、越中和紙、庄川挽物木地、越中福岡の菅笠などの伝統工芸
品から、プラスチック、機械、ガラス、木工、陶芸、繊維、ア
ルミ産業、そして世界トップシェアのファスナーなど、手仕事
を極めたものづくりが特長です。 

伝統を基盤に、現代の生活様式に合うデザイン性と質の高いプ
ロダクトが次々と生み出される富山県には、ものづくり×デザ
インの先進県として、さらなるイノベーションに注目と期待が
集まっています。 
 

３.富山とデザイン 

富山県では、デザインによるものづくりの振興に全国でもいち
早く注目し、富山県総合デザインセンター（1999年創設）を中
心に、デザイン性に優れた商品の共同開発や販路開拓の支援、
デザイン人材の育成などに努めてきました。 

代表的な取り組みの１つである「富山デザインウエーブ」では、
毎年全国から多くの優秀なデザイナーが参加するデザインコンペ、
ワークショップ、セミナー、展示会などを開催し、応募作品は多
数商品化されています（この活動が評価され、2009年にグッド
デザイン賞を受賞）。 

また、近年は激変する市場環境に対応すべく、デザイン交流拠
点「クリエイティブ・デザイン・ハブ」を整備し、先端産業と
デザインの融合や、異業種連携による新商品開発・新事業創出
をめざしています。 

　報道関係の方のお問合せ 
　有限会社エピファニーワークス　担当：荻布、広瀬　Tel. 0766-54-6210   
    E-mail  yuko@epiphanyworks.net（荻布）、hirose@epiphanyworks.net（広瀬）
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